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本
学

の
入
学
式
が
４
月
６
澱

鶴
、
岐
阜
市
の
長
良
瀬
国
際
会
議

場
で
挙
行
さ
れ
、
学
部
５
９
７

慈
、
大
学
院
纂
名
が
一本
写
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
部

・
学
科
、
研
究
科

で
専
鶏
知
識
を
学
び
、
劾
挫
紀
で

の
活
鍵
を
霞
指
す
ｃ

新
人
生
は
、
学
部
が
な
学
部
法

】野
什
１
４
０
名

（内
編
入
学
生
３

と

、経
七
■

部
経

猛
学
料
２
１
９

名
（為
編
入
学
生
９
名
）、嬢
学
纂

情
熱
管
理
学
科
１
０
６
名

（ぬ
編

入
学
生
Ю
名
）、送
学
驀
歯
学
科

１
３
２
名

（内
編
入
学
生
な
名
）ｃ

園
盟
困
函
回
園
爾
躙
園
目
園
凹
国

大
接
藤
が
な
哲
擁
み科
博
士
蔵
期

課
を
も
名
、
経
営
学
研
究
科
樺
士

一部
競
課
程
蛉
嘉
、
経
営
字
霧
究
科

簿
生
後
期
課
程
３
名
、
歯
学
研
究

料
練
士
課
程
１６
名
で
あ
っ
た
。

式
で
嫁
、
船
越
正
也
学
長
が
入

学
諦
可
を
行

フ^
た
後
、

「大
学
は

真
理
探
究
の
場
で
あ
り
、
学
閥
研

究
の
場
で
あ
り
ま
す
ｏ
つ
ま
り
、

宿
が
五
し
く
、
何
が
真
実
で
あ
る

か
を
明
ら
か
に
す
る
所
で
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
成
果
を
入
類
、

社
会
の
た
め
に
役
立
て
る
瘍
で
あ

り
ま
す
◆本
学
の
建
学
の
雄
警
は
、

こ
れ
を
か
世
紀
に
実
施
し
て
何
ら

支
驚
は
な
く
、
ま
た
用
辮
権
こ
れ

を
欧
米
諸
外
国
を
は
じ
め
と
す
る

剛
烙
為
霧
斑
に
率
う
し
て
毎
ら
閣

遠

い
の
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

建
学
の
精
神
に
あ
る
人
材

の
育
成

の
た
め
、
な
が
先
頭
に
立

っ
て
適

糞
為
を
努
め
ま
す
の
で
、
ど
う
か

皆
さ
ん
は
途
中

で
落
後
し
な
い

よ
つヽ
に
、
し
つ

か
り
と
つ
い
て

き
て
下
さ
い
。

そ
し
て
連
来
る

だ
け
早
く
私
を

追
い
越
し
て
い

く
こ
と
を
腹
っ

て
い
ま
す
」
と

各
等
し
た
。

続
い
て
、
宮

閣
祐

理
事

長

が
、

「社
会
は

ま
さ
に
実
力
を

基
準
と
す
る
能

力
主
義
社
会
ヘ

と
移
行
し
つ
つ

あ
り
、
情
報
化

社
会
の
割
来
と
共
に
、
企
業
社
会

も
ま
た
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
お

り
、
今
層
ほ
ど
観
人
の
能
力
が
必

要
視
さ
れ
る
時
代
な
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
観
性
あ

る
個
人
の
能
力
が
強
く
求
め
ら
れ

る
時
代
で
す
。
ど
う
か
社
会
の
中

に
盤
没
せ
ず
に
、
グ
Ｆ
，
バ
ル
ス

寧月園 六 等

平成二2年度入学式において入学許可を行う籍越正也学長。

タ
ン
ダ
ー
ド
を
念
頭
に
力
強
く
生

き
る
よ
う
個
人
の
能
力
を
磨
い
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

こ
れ
に
居
し
て
、
入
学
生
を
代

表
し
て
、
導
写
部
歯
学
科
の
吉
限

連
史
君
が
、　
一用
際
未
来
社
会
を

切
り
理
く
社
会
性
と
叡
造
性
、
無

性
に
富
む
人
間
と
な
る
よ
う
努
力

し
、
学
生

の
本
分
を
尽
く
し
ま

す
」
と
宣
警
、
企
長
が
決
意
を
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

茎
瀬
は
来
賓
と
う
て
メ
キ
シ
ョ

４
月
５
層
嬢
、
本

学
６
号
鐘
大
議
義
室

歴
お
い
て
歯
科
待
と

士
専
理
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
の
新
入
生

は
５７
名
Э
式
で
は
、

可
妃
徳
子

校
長
の
訓

等
の
後

新
入
生
代

表
の
星
籐

仁
美
さ
ん

が
、　
一専

門
知
識
感

も
と
よ
り
、
教
養
豊
か

な
女
性
と
し
て
歯
科
庭

療
の
、
端
を
授
い
将
来

立
派
な
悔
科
衛
生
士
と

な
る
よ
う

一
生
懸
命
勉

学
に
励
み
ま
す
蝶
ル
一宣

州
立
自
治
大
学
の
リ
ゴ
ベ
ル
ト
歯

学
部
長
を
迎
え
、
換
拶
を
い
た
だ

く
な
ど
、
国
際
色
豊
か
な
面
が
見

ら
れ
た
。

埜
募。全
員
が
こ
れ
か
ら
２
年
蘭
歯
科

衛
生
士
に
な
る
た
め
に
必
要
な
専

調
知
識
を
学
び
、
国
家
試
験
の
合

格
を
嬢
埠
丁
。
式
終
了
後
は
、
証

念
竪
・‐．（の
撮
影
、
オ攀
彦
援
会
の

総
会
が
行
わ
れ
た
。

おもな内容

大学改革…………………

学位記授与式……………

〔ツ
２
　
　
つ
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賃
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国際交流

態
々
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
後

半
と
て
も
厳
し

い
寒
さ
が
続
い

た
季
節
も
や
っ

と
明
け
、
今
ま

さ
に
春
廟
漫
で
あ
る
。
し
か

し
、
世
の
中
に
本
菫
の
春
の

姿
は
ま
だ
な
い
。

去
る
２
月
に
事
務
職
員
若

者
額
を
募
集
‐
ψた
と
こ
ろ
７２

名
の
応
募
が
あ

っ
た
。
９
割

以
上
を
女
性
が
占
め
、
し
か

も
世
翻
で

一
流
又
は
著
騨
と

呼
ば
れ
て
い
る
大
学
の
現
役

生
が
大
変
多
か
っ
た
９

女
子
大
生
も
超
氷
汀
鐵
の

真

っ
只
中
に
放
り
歳
さ
れ
て

い
る
。
往
か
７
～
８
年
前
は

売
２
士
再
場
で
あ
っ
た
の
に
。

一
方
で
は
１８
歳
人
口
が
減

り
続
け
て
い
る
こ
と
で
入
学

者
の
確
保
と
で
つ
京
で
も
大

学
は
冬
の
辮
代
拒
入
っ
て
お

り
、
崩
も
入
り
も
茎
分
厳
冬

期
が
続
く
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
社
会
人
入
学
、
留
学
生

の
獲
得
等
々
各
大
学
と
も
必

死
で
あ
る
。
本
学
も
教
職
員

一
人

一
人
が
危
機
意
識
を
持

ち
、
全
力
を
挙
げ
て
現
状
打

開
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
「祭
柔
た
り
な

ば
春
速
か
ら
じ
」
。
そ
う
、
気

弱
に
な
ら
ず
、　
一
九
と
な

っ

て
前
進
し
て
行
・▼
孔

き

っ

と
春
が
待

っ
て
い
て
く
れ
る
。

はなみずき
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本
学
が
社
会
約
信
頼
を
得
る
た
　
の
諸
出
堰
か
ら
修
事
の
経
続
を
断

め
に
、
安
心
し
て
学
生
を
送
う
込
　
念
し
、
送
学
す
る
●
■
が
増
加
便

ん
で
も
ら
え
る
大
学
Ｌ
な
る
た
め
　
向
に
あ
る
こ
れ
か
ら
、
こ
れ
在
若

応

す

る

た

め
、
壌
口
大

）寧
号
差
芋
ト
ン

セ

ン

タ

‥

（路
称

一
Ｓ

Ｓ
Ｃ
一
Ｌ

い

・うフ。），メ・み球
，
Ｈ

す
る
こ
と
と

，
，た
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の

発
足
会
は
、

４
月
弾
碧
に

５
号
館
１
階

会
議
室
で
行

わ
れ
、
学
長

か
ら
セ
ン
タ

，
長
、
セ
ン

タ
‥
員
の
先

生
方
に
残
塩

状
が
交
付
さ

れ
た
。

調
裁
時
の

セ
ン
ク
ー
の

難
雑
磐
崇
は
、

次
の
と
寿
わ
′

き
め
線
か
な
権
一手
τ
行
為
う
と
す
　
´
あヽ
り
、
最
初
の
任
期
球
平
成
立

る
も
の
で
あ
る
３　
　
　
　
　
　
　
　
年
４
月
ュ
用
か
ら
ギ
戒
毒
年
３
月

ま
た
、
事
業
又
な
学
生
生
活
上
　
税
増
ま
で
，

信
、
Ｆ
Ｄ
活
功

を
実
施
す
る
Ｌ

共
に
、
平
成
乾

年
４
月
か

イー，
学

生
額
別
教
育
搬

尊
トン
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
学
生

の
レ
ベ
ル
タ
フ

ブ
、退

学

者

の

減
少
に
努
め
る

こ
を
と
し
た
◆

学
生
徊
寮
款

育
議
一導
シ
ス
テ

ム
と
な
、
ウ７
■

佃
々
の
絃
力
特

性
、社
会
特
控
、

性
質
、
４
角
、

職
業
通
性
を
入

学
特

に
把
握

し
、
こ
れ
に
基

づ
ふ
学
生

一
人

一
人
の
状
況
に

応
け
左
指
導
を

行

い
、
入
学
時

か
ら
■
紫
ま
で

朝

日

大

学

学

生

支
援
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長本
局

　

等

⌒指
鞍
）

勤
教
授
　
麹
本
　
英
弘

（法
）

投
曲
　
蒐
這

柴
曲
奮
息
子

賜
教
授
　
荻
久
篠
泰
章

従
来
で
は
授
業
料
等
の
綺
付
は
半

額
免
除
で
あ
っ
た
の
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
今
額
免
除
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
っ
た
だ
し
、
授
業
料

等
を
納
付
済
み
で
学
期
の
途
中
か

ら
体
学
す
る
場
合
な
、
取
り
扱
い

が
異
な
る
の
で
事
前
に
狙
基
課
ヘ

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
◆

一学
費
の
納
貸
方
法
一

従
来
は
、
各
年
度
Ｉ
係
る
授
業

癬
等
の
納
付
は
、
前
学
鶏
及
び
後

学
期
の
２
嬢
に
分
け
て
納
行
す
る

か
、
み
る
い
は
１
年
宙
分
を
前
学

嬢
に

一
抵
納
行
す
る
か
で
あ
っ
た

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
納
付

方
法
の

一
つ
と
し
て

「月
額
分

納
一
の
納
行
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

助

髪

監露
凍
簗

晟繊務登
透ニユと

教 教 教 セ 教
ン

手受 手芳 手髯 夕 圭髪
I

員
挙
則
参
・■
議
安
ご

:

4

4

1

,

,

|

朝
用
大
宇
学
鶏
及
び
繊
察
大
学
大
学
院
等
期
が

一
部
改
正
さ

れ
、
平
成
乾
年
■
月
ュ
燭
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

今
期
の
故
工
の
麹
旨
は
、
学
警
支
４
修
掴
の
負
担
の
雑
滅
を
露

る
こ
と
を
自
類
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
徐
学
者
管
芋
資
の

取
り
扱
い
及
び
学
費
の
納
行
方
法
た
つ
い
て
改
正
さ
れ
た
。

捧体
撃
の
場
合
の
授
業
霧
等
碁

従
来
体
洋す
τ
許
耳
し
た
場
合
に

は
、　
一当
該
年
度
の
を
と杏
笙
す
の

年
額
の
セ
分
の
１
に
穂
当
す
る
額

に
、
）郵
該
体
学
の
始
ま
る
瞬
の
属

す
る
月
か
ら
復
学
し
た
痢
の
癌
す

る
月
の
議
月
ま
で
の
月
数
を
未
じ

て
得
た
額
の
２
分
の
１
の
細
を
免

除
す
る
一
こ
ル
と
し
て
い
た
が
、

今
用
の
荻
■
に
よ
り
、　
一皇
該
年

度
の
授
業
科
等
の
年
額
の
セ
分
の

と
に
線
当
す
る
須
庁マ、一、
笞
字
を
許

可
さ
れ
た
期
閣
の
月
数
を
楽
じ
て

得
た
額
の
納
付
を
免
除
す
る
」
と

力
一ル
デ
Ｔ
っ
一
≒

こ
の
こ
Ｌ
に
よ
り
、
１
年
聞
の

体
学
な
議
言
さ
れ
た
場
合
に
は
、

教 教 教 講

授 装 授 姉

教 教 教

授 授 袋

il'ジ

教
授

葉鶏森猿ご1総
為斃義査,ご 蕨

霊豆鍾霞奮憂響響響

教
一轟
質
免
許
燃
一寸の
一部
故

工
に
伴
う
本
学
教
戦
譲
を
の
再
課

程
認
定
中
講
が
、
髯
坂
１２
年
３
え

舞
圏
文
部
省
か
ら
認
耳
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
１２
年
度
入
学

生
か
ら
は
、
所
法
が
進
理
さ
れ
る

こ
ど
Ｌ
な
る
。

今
雲
の
免
許
法
改
正
の
愚
約
の

一
つ
に
は
、
免
一許
法
と
に
定
め
ら

れ
て
い
る

一数
職
に
関
す
る
料

瞬
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
教
え
方
や
生
徒
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
重
視
し
、
夜
命
感
、
得

な
分
野
、
御
性
を
持
ち
、
現
場
の

課
題
に
通
切
に
対
応
で
き
る
、
カ

豊
あ
る
教
員
の
養
戒
が
あ
る
ｃ

・
態
法
の
来
準
で
は
、

「教
職
に

関
す
る
料
目
一
の
最
低
修
得
導
位

数
が
中
学
校
教
諭

一
種
免
許
状
、

言
２
す学
校
教
諭

一
種
鬼
辞
状
の
場

合
、
と
も
に
樽
単
位

で
あ

っ
た

が
、
一材
法
で
は
坤
学
校
教
諭

一
種

免
許
状
の
場
合
斜
単
位
、
昔
緊
甘学

校
教
諭

一
種
免
議
状
の
場
合
郷
革

位
と
な

つ
た
。
そ
の
中
で
も
持

Ｌ
な
つ
た
Ｇ
た
だ
し
、
こ
れ
が
認

め
ら
れ
る
の
は
、
特
別
の
事
情
が

あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
お
り
、
学

資
交
弁
者
か
ら
事
し
れ
を
し
〓
笠
瑯

に
稀
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
一
い

一
一
い

一
】
ｒ

園
函
目
雷
□
目
■
雷
□

露
□
国

回
副
Ｈ
Л
□

に
、
中
学
校
教
諭

一
種
免
許
状
取

得
を
希
望
す
る
者
た
つ
い
て
は
、

魚
帝
卒
染
軽
班
剰
で
定
め
る
区
分

「教
育
実
胃
生
に
係
る
料
目
の
巌

低
修
得
単
位
数
が
今
回
の
改
正
に

よ
り
３
単
位
か
ら
£
早
位

に
増

え
、
実
習
霧
晦
が
２
週
爾
か
ら
４

退
聞
Ｌ
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
Ю

年
度
か
ら
泉
得
冷
ψ〓
の
免
許
状
の

種
類
に
よ
つ
て
は
、
岐
阜
果
下
の

繕
珠
教
育
語
学
校
及
び
森二
会
犠
社

施
設
で
の
分
護
等
体
験
が
義
務
付

平
成
五
空
及
教

育
職
景
免
許
状

一

括
中
議
を
し
た
本

学
の
事
業
生
及
び

修
了
生
に
対
し
て
、

教
育
職
員
免
詩
状

が
手
渡
さ
れ
た
。

免
許
状
を
授
与

さ
れ
た
の
は
、
法

学
科
１７
名
、
経
営

学
を
１５
名
、
情
報

管
理
学
科
６
名
及
び
大
学
院
経
営

学
研
究
科
修
了
生
２
名
の
合
計
ω

名
。立妻
該
学
生
ら
は
、本
学
在
学
中

に
、
免
許
状
駐
得
の
所
要
資
格
で

あ
る
卒
業

・
修
了
に
必
要
な
単
位

を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
数
職
課

４０
名
に
授
与
さ
れ
る

け
ら
れ
、
本
学
で
も
平
成
姥
年
度

入
学
生
か
ら
は
、
こ
の
分
蓋
筆
藤
け

験
が
授
業
科
日

一介
護
体
膝
一
と

し
て
単
位
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（寸「等

級
践
壊
」
一キ
ン
ル
子
供
た

ち
」
等
の
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
を
販

わ
す
現
在
、
雰
世
紀
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
を
Ｌ
し
て
、　
一
人
で

も
多
く
の
意
欲
あ
る
放
兵
の
卵
が

本
学
か
ら
業
立
っ
て
い
く
こ
と
を

躯
う
ば
か
り
で
あ
る
。

程
に
お
い
て
免
許
状
取
得
に
必
要

な
単
位
を
修
得
し
た
者
で
あ
る
。

免
許
状
の
取
得
状
況
は
次
の
と
お
り
。

・
中
学
校
毅
諭

一
種
免
許
状

（社
会
）
　

　

　

法
学
部
ヤ
件

・
高
等
学
校
教
諭

一
種
免
静
状

（逸
理
歴
史
）
　

法
学
部
発
作

・
高
等
学
校
教
諭

一
種
免
許
状

（公
民
）　

　

　

法
学
部

１７
作

・
商
等
学
校
教
諭

一
雑
免
許
状

露

業
）
　

　

峰
ｇ
学
部
２．
作

（経
営
学
科
１５
作

・
情
報
管
理
学

科
６
件
）

・
高
等
学
校
教
諭
率
修
免
許
状

（商
業
）

経
営
学
研
究
科
２
件

教育職員免許状
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平
成

二
年
草
野

挙

寝

呈
氏
が

平
成
磁
年
３
月
２５
霞
ω
】
本
学
酌

屈
年
記
念
館
大
講
堂
で
、
宮
期
侑

理
事
長
を
始
め
、
本
学
役
員
、
各

学
部

の
同
窓
会
長
、
明
海
大
挙
学

長
ら
多
数
の
来
賓
を
避
え
て
挙
行

究
科
簿
士
後
鶏
課
程

及
び
経
営
学
爾
究
科
博
士
後
期
課

経
揮
と
っ
て
、
初
め
て
課
程
燃
士

が
誕
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
記
念

す
べ
き
日
と
な
っ
た
。

式
で
は
船
越
証
也
学
長
が
、
各

学
蔀
学
科
、
大
学
院
各
耕
究
科
の

代
表
者
鬱
騒
薇
そ
れ
ぞ
れ
学
位
記

を
授
与
し
た
後
、

「目
銃
に
追
っ

ミレエアムの旅立ち 平成11年度

て
い
る
劾
驚
紀

の
日
本
に
つ
い

て
、
失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
、

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な

本
の
風
土
に
ハ
甲
つ
よ
う
に
作
り
変

え
る
用
化
力
と
国
際
牲
、
そ
し
て

掻
子
の
立
場
を
思
い
や
る
霞
本
的

３
月
９
厨
い
、
本
学
６
号
徳
大

講
義
室
で
、
第
２６
園
朝
日
大
学
歯

科
衛
生
士
専
閣
学
校
の
卒
業
証
書

透
尊
式
が
行
わ
れ
た
。

当
自
な
、
あ
い
に
く
雪
の
場
と

な
っ
た
が
、
事
業
と
が
着
物
に
袴

姿
で
塔
れ
の
卒
業
式
獲
臨
ん
だ
◇

式
は
笠
削
９
時
鈍
全
係
刻
権
始

ま
り
、
国
歌
掟万鳴

可
姪
整
茂

長
の
式
蘇
、
卒
業
証
書
授
与
と
進

み
、
奈
業
生
代
表
の
伊
藤
栄
塁
子

さ
ん
の
涙
な
が
ら
の
答
籍
に
は
、

教
職
員
、
ご
面
貌
へ
の
心
か
ら
の

感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
出
席
者
の
感
動
を
呼
ん
だ
。

式
場
ぬ
は
、
社
会
に
飛
び
立
つ

美
し
き
乙
女
達
２
要
垂や
魏
気
に

鯛
人
が
一養
療
ざ

な
ん
で
し
ょ
そヽ

そ
れ
は
霞
本
の

美
し
い
環
境
、
異
文
化
を
導
ト
ケ
入

れ
る
覚
容
な
許
容
佐
と
そ
れ
を
渥

心
で
あ
り
ま
す
。
，単れ
ら
の
５
つ

を
質
く
共
通
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
衛

か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
共
生

の
思
想
で
あ
り
ま
す
。
卒
業
と
の

皆
さ
ん
と
母
校
の
朝
日
大
学
も
共

と
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
我
々
は

食

魅
を

の
全

盆

み

り
禽

播

し
て
大
学
改
革
に
努
力
し
て
い
ま

す
が
、
大
学
が
良
く
な
れ
ば
卒
業

生
の
評
価
も
上
が
り
ま
す
し
、
卒

業
生
が
立
派
な
仕
事
を
し
て
曽
さ

ん
に
対
す
る
社
会
の
評
価
が
上
が

れ
ば
大
学
の
名
声
も
高
ま
る
訳
で

あ
り
、
ま
さ
に
共
生
の
関
係
で
あ

り
ま
す
。
朝
日
大
学
で
惨
得
さ
れ

た
知
識
，等技
術
と
気
力
を
存
分
に

発
揮
さ
れ
て
、
２．
世
紀
の
世
界
が

なヽ
豊
か
で
、
楽
し
く
、
普
が
共
に

生
き
て
行
け
る
国
際
釣
共
■
機
会

を
築
く
た
め
に
活
躍
し
て
欲
し

い
』
と
激
励
の
冨
築
童
贈
っ
た
。

続
い
て
、
富
即
箱
理
事
長
か
ら

は
、

「今
目
皆
さ
ん
は
競
籐
大
学

を
禁
立
ち
、
こ
の
激
動
の
共
葉
雑

会
へ
と
旅
立
つ
わ
け
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
新
し
い
社
会
の
中
で
色
々

な
こ
と
が
待

っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
機
会

で
あ
る
う
と
、
そ
れ
を
自
分
自
身

の
人
生
の
課
題
と
し
て
取
り
縦

み
、
自
分
自
身
を
特
化
し
、
本
学

の
建
学
の
清
神
に
あ
る
心
豊
か
な

社
会
牲

・
創
造
性

・
舎
理
性
を
身

に
付
け
た
国
際
社
会
で
飛
躍
す
る

人
間
と
し
て
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

臨
み
ま
す
」
と
の
祝
帯
が
述
べ
ら

れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
法
学
部
法
学
科

浜
聾
塁窪

子
さ
ん
だ
誘
蒼
一
を
代

表
し
て
、　
口

生
懸
命
努
力
す
る

こ
と
。
努
力
す
れ
ば
必
ず
道
が
拓

け
る
テ学と
を
朝
日
大
学
で
学
び
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
こ
と
を
絢
に

刻
み
社
会
に
出
て
か
ら
も
全
力
を

尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

溺
ち
あ
ふ
れ
、
式
輿
は
巌
粛
さ
の

内
に
も
華
や
か
さ
を
秘
め
た
す
ぼ

ら
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

歳
科
衛
４
士
尊
開
学
校
は
、
紹

和
欝
年
に
第
■
期
卒
業
と
を
送
丁

畠
し
て
以
来
、
４
半
世
紀
を
経

て
、
今
周
の
卒
業
生
で
１
、Ｏ
Ｏ

ｏ
人
を
筆

え
た
。

今
後
彼
女
達
の
存
在
が
県
内
の

み
な
ら
ず
日
本
各
地
で
益
々
重
要

さ
を
増
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

事業生を代表して法学君の浜田真理子さんから謝辞が述べられた。

可児徳子校長から卒業上に卒業証書が授与された。

○
経
営
学
部
平
成
五
年
度
事
業
生
　
森
　
広
患

第
９２
園
攘
本
蔵
工
会
議
蕨
簿
記
検
定
１
級
合
格

○
経
営
季

墾
士
頗
い
笠
纂
笠
禾
生
　
山
田
良
太

豆差
重
生
盛
回税
導
睡
島
体用
試
験
合
格

○
経
営
季
爾
究
科
樺
士
議
鶏
課
甕
普
頗
■
年
屋
修
Ｊ
生
　
五
井
義
夫

翻
木
物
流
学
会
　
物
流
霧
究
奨
励
賞
受
賞
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学

友

会

長

半
戒
１２
年
３
月
２２
Ｈ
鶴
に
、

平
成
１１
生
二整
後
期
）守
友
会
長
賞

及
び
斗
友
会
長
捷
睦
一泉
の
授
与

式
が
彎
期
空
記
念
館
談
離
一ふ一に

お
い
て
行
わ
れ
た
．）

今
爾
表
彰
を
受
け
た
の
な
、

一
‥を
失
本
長
賞
　
鰯
体

の
部
１
ク

ラ
ブ
、
佃
人
の
部
ｌ
名
、
学
友

会
長
提
励
貧
　
囲
然
の
都
３
ク

ラ
ブ
、
個
人
の
部
４
家
で
あ

っ

た
（ψい

ず
れ
も
各
種
大
会
ｔｔ
お

い

て
経
分
な
成
縦
を
取
め
た
こ
Ｌ

柱
よ
う
次
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ

↓一
Ｔ各

貨

の
受

賞

卿
律
、
佃

入

は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
．

ダスキン障害者リーダー脅威

海外派遣研修事業に参打Bして

経営学部情報萱三甲学科平成1二年度卒業生

中 国 憲 勝

学
廠
会
長
奨
励
賞

平成11年度 後期学友会長賞等受賞者私
は
、
ィ
ス
キ
ン
企
業
集
翻
の

「広
げ
よ
名
ッ猪
の
輸
遷
斃
基
金
」

の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
　
‐グ
ス

キ
ン
障
害
者
リ
ー
ダ
ユ
育
戒
海
外

派
遣
研
修
事
業
」
の
第
静
班
生
の

一
人
と
し
て
、
ア
メ
砂
力

・
カ
リ

フ

オ
ル

エ
ア
粛

バ
ー
ク
レ
，
の

Ｑ
Ｏ
一常
一　
汗
Ｙ
　
＞
Ｏ
Ｃ
命
¢
争
撃
命

弓
８

ご

ｏ
一令）ゆ
注

年
３
ヶ
月

の
ィ

ン
タ
こ
ン
研
修
に
行
か
せ
て
い
た

が
一さ
ま
■
た
。
こ
の
ブ

ロ
グ
ラ
ム

は
簿
生省
を
も

っ
た
お
歳
か
ら
携
縦

ま
で
の
級
人
が
・四
分
の
学
び
た
い

こ
Ｌ
を
計
画
，
べ
臓
ら
海
外
の
薪

修
先
＞
一交
渉
し
、
１
年
以
内
の
研

修
存
行
い
ま
す
。
帰
薦
後
嫉
地
裁

社
会
の
り
…
ダ
‥
と
し
避
羅
す
る

こ
と
を
期
特
さ
れ
、
そ
の
た
め
の

渡
航
奢
痢
、
作
一盛
費
な
ど
海
外
で

必
要
な
費
痛
は

一
定
範
囲
内
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

私
は
、　
一視
覚
簿
害
者
の
Ｇ
Ｕ

と
ア
ン
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
研
究
朧

発
生
を
研
修
テ
ー
マ
と
し
、
祝
覚

嘘
ュ碑学停の
一ラ
ピ
ュ
ー
タ
型
拶
生

中
心
に
研
究
を
し
ま
し
府
◇

聴
省
そ
■
力
卓っ
く

パ
ｙ
ラ

や
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
は
文
章
作
成

の
ア
ン
ス
ト
を
し
て
く
れ
た
り
、

移
動
す
る
こ
と
な
く
情
報
を
取
り

基
し
た
り
、
発

信
し
た
り
で
き

る
た
め
社
会
参

独
の
手
段
と
し

て
維
立
さ
れ

つ

つ
あ
り
ま
す
。

ま

っ
す
＼

瞳

告

者
の
当ユ
ン
ピ

ュ

ー
タ
利
用
の
エ

ー
ズ
は
非
常
に

多
′
、ヽ
さ
ま
ざ

ま
な
蜂
客
に
合

わ
せ
た
支
援
シ

ス
テ
ム
が
あ
り

ま

す
。
し

か

し
、
障
害
な
ど

に
よ
リ

コ
ン
ピ

ュ
‥
夕
や
刺
辺

1

2,学友会長奨励賛

の
シ
ス
テ
ム
や
制

度
の
速
化
に
は
そ

の
ま
ま
の
状
態
で

≡．
な
つ
い
て
い
け
な

■
　

　

ぃ
現
状
で
す
。
そ

の
た
め

に

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

ア
ク
セ
シ

ど
リ

テ
ィ
の
必
要

性

が

開

わ

れ

ま

す
ｃ
私
嫁
視
寛
揮

症
ツ
騨を
学
芯
と
し

た

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
研
修

を

行

い
ま

し

た

が
、
そ
れ
以
外
姪

も
肢
体
不
自
由
、

■
習
獲
“屡
庫
あ

さ
ま
ぎ
ま
な
障
害
に
合
っ
た
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
無
識
を研修先のスタッフと笑顔で記念撮影。写真中央が中田君。

医 分 翌体名及び受黄箸名 大会名及び成筏等

ノル本薬吾

擁S?爆岐掌県アン・ノンフルコンテス ト

錮体 サクフア】ン,チ【垂奏 銭賛
(大手 `泰場 ,一後の部 )

r極人

隠 体

楼本 策轡 (泳狛)
:″―チニリー部

4@99年ォマ東海学生アーチェリーフィール ト選手髪大会
,099年 度貢海学生アーチェリーフィ…メ

'達

才選手乾大会

信人 ,2位 、 3位

区分 憂r本名及び受貸善堪 大会名及び成続停

毬体

霞式野コt喜と
東海it区大学野球耳澪 決定 リーク戦 (一言6)

観体 ,3笠

柔と導
携 251剰こl「夢学果等生柔道優勝大会

観体 t女子の部  2位

卓孝郭
平 ,え■年度妓阜県サ生事球 リーーブ教

団イ本 :男子団体 機赫 (Aテ ーム)

個人

勝   正(ゑ 3'
ど硬式野球部

摂勢テ 魅禿 (由 S'
潅谷 金晃く繭6''卓球事
大久保 直孝(経 2)

:卓球郵

東海 1と区入予野球秋券決定 リーク戦 (一 部 )
ベス トナイン (外野手

'貌3,国全日本養●ヤ学生絡合すノキく奮大会卓球部門

勇子ダブルス :準握勝

平成韓年度妓阜県学生草球リーグ琺
男子 シングルス if憂勝

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を

通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
文
化
な
ど
も

肌
に
触
れ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
１
９
９
９
年
五
月

か
ら
２
０
０
０
年
１
月
末
ま
で
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間

に
感

謝
祭

骨
Ｊ
】ｐ雰
ｔ
ξ

掻

σ
ｏ
と

、
ク
リ
ス
マ
ス
（∩
ぎ
，れ，
Ｔ

ヨ
勢
）
、
新
年

（Ｚ
ｏ
て

く
ｏ
″
と
、

マ
‥
チ
ン

・
ル
ー
サ
‥

・
キ
ン
グ

・
ジ

ュ
ニ
ア
記
念
轟

（煮
雪
声す

ド
と
孝
Ｏ
′
パ
ユ
後
　
」
■

υ
″
ヒ

な
ど
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
体
日

と
家
族
の
付
き
合
い
方
を
無
り
ま

し
た
。

３
ヶ
月
Ｌ
で
つ
短

い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
歩
く
の
入
に
会

い
、
多
く
の
人
井
会
議
し
、
多
く

の
も
の
を
見
て
、
多
く
の
も
の
を

体
験
し
ま
し
た
っ
研
修
で
無
繊
と

し
て
蓄
え
ら
れ
た
も
の
も
大
切
な

も
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
入
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
Ｌ
意

っ
て
い
ま
す
Э

眼科 '呼 0及器科開設

」R岐阜駅西
TEと858(253)8001

慨

本
年
３
月
に
卒
業
し
た
本
学
破

式
野
球
部
の
学
生
２
人
が
三
菱
重

工
名
古
屋
に
入
社
Ｌ
、
こ
れ
か
ら

は
社
会
入
野
球
の
階
界
で
濫
麓
す

サ０

」と
と
な

っ
た
９

１
人
な
造
倉
癖
響
十君

（経
営
宇

都
経
営
学
舞
、
福
無
曲
蔵
業
出

身
）。
２
年
生
の
讐
に

一
度
は
退
部

を
考
え
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
後
一奮

起
し
、
東
海
地
区
大
学
野
球
り
子

グ
で
２
度
の
ノ
ー
と
ッ
ト

・
ノ
‥

ラ
ン
を
達
成
し
た
左
腕
投
手
争
用

リ
ー
グ
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
、
特
別

貸
ク
層
と
最
優
秀
投
手
賞
を
後

得
）^
善
華
却校
感
准
曳
、
甲
子
霧

爆
場
を
果
た
し
て
い
る
。

も
う
と
人
は
、
宮
田
押
君

（経

営
学
部
経
営
事
科
、
県
ア
岐
阜
商

業
出
身
）。東
海
地
区
大
学
野
球
ウ

ー
グ
で
数
隠
の
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
の

ほ
か
最
後
秀
選
手
、
畜
位
打
者
を

射
止
め
た
セ
ン
ス
溢
れ
る
俊
足
巧

打
の
左
打
者
で
外
野
手
。
高
校
時

代
に
は
甲
子
扇
に
も
鱚
場
し
て
い

る
。
２
年
生
の
時
に
、
全
霞
大
学

野
盛
速一遊
美
〈本
（控
思
球
惨

に
出
場
し
、
当
時
明
治
大
学
の
剛

速
球
派
投
手
の
用
上
憲
仲

（現
中

周
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
独
手
）
か
ら
２
本

の
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
刺
猿
手
ｉτ
心

獲
寒
か
ら
し
め
た
っ
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四
中
国
第
四
軍
医
大
学

の
学
長
来
学

平
成
陀
年
３
月
２
霞
如
、
学
厨

第
四
軍
際
大
学
の
蘇
悼
学
長
始
め

７
名
の
教
員
が
本
学
を
訪
れ
た
。

一
行
は
、
２
月
劾
瞑

に
来
口
↓
、
九
州
大

学
、
大
阪
大
学
、
大

阪
工叫
書
大
学
、
一承
秘

大
学
へ
の
訪
間
を
終

え
た
後
、
本
学
に
到

着
…
た́
．

訪
開
者
は
、
儀
博

学
長

今
′Ｌ、
臓
内
科

学
）、
李
継
額
教
授

（楽
礎
部
解
剤
学
）
、

牛
志
英
教
授

（騨
粋

医
学
院
魔
教
熟
主

任
）、
楊
安
購
教
授

一基
斃
郡
生

化
学
）、
旅
軍
勤
教
授

（基
礎
黙

簿
報
学
）
、
帯
教
授

（射
座
外
科

）
、
郊
強
題
助
教
授

（駒
外
科

）
の
７
名
．
祟
日
は
、
嬌
進
王

也
学
長
を
始
め
本
学

数
轄
員
が

工二◆館
玄

劇
前
で
熟
迎
え
、
Ｚ

踏
大
会
歳
室
に
お
い

て
歓
選
昼
食
会
が
行

わ
れ
た
。
痛
上
、
始

越
学
長
か
ら
一記
念
轟

の
贈
里
が
行
わ
れ
、

謀
学
長
か
ら
も
本
学

出
席
者
に
対
し
て
記

念
畠
が
賂
ら
れ
た
っ

昼
食
会
終
了
後
、

ィ習 負

r学 学

船越学長から蘇学長へ記念晶を賭塁

1号館正面玄Fス尋で一行を出理えた後、記念撮影が行
われた。

一
行
は
村
上
記
念
病
院
を
見
学

し
、
次
の
訪
開
先
で
あ
る
明
海
大

学
へ
爆
発
与
た
３

翻
テ
キ
サ
ス
大
学
か
ら
短

期
研
修
生
５
名
来
学

答
Ｉ
‐４学
部
Ｌ
毎
年
４短期
的
■

学
生
交
流
を
行
っ
て
い
る
テ
キ
サ

ス
本
７
か
りヽ
、
４
月
つｏ
８
の
に
短

期
研
修
生
が
来
学
し
た
◇

．
行
は
」
ｏ
”
【ヨ
◇
　
司
″
オ
斜
だ
）

燈
等
・台
，韓
・豪
４
ヶ
国

の
大
学
生

上
島
校
生

日
本
語
ス
ピ
ｔ
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
協
黄

本
学
な
姉
妹
校
の
明
海
大
鋒
と

と
も
た
、
中
国

・
北
京
外
国
語
大

学
、
台
湾
・蒸
４矢
学
、
韓
出
・

園
徳
大
学
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・

セ
ン
ト
ラ
ル
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

大
学
が
主
継
す
る
層
本
希
ス
ピ
…

チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
協
警
⌒し
、
海
外

で
の
日
本
語
教
育
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
で
、
用
本
の
国
際
理
解

を
深
め
る
と
と
も
毎
、
管
学
生
交

流
の
機
会
に
広
が
り
を
持
た
せ
、

憂
世
紀

へ
ぬ
け
て
教
育
研
究
活
動

の
国
際
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
今
ま

で
癒
妹
校
提

携
、
学
従
曇
帆縫
一れを
軸
に
進
め

室
ｅ

Ｓ
〓
氏
（チ

ュ
ー
と

Ｌ
男

子
学
生
２
名
、女
子
学
生
３
客
の

計
６
塩
一
４
月
２
日
０
に
成
銀
に

到
着
し
、
３
層
か
ら
う
霜
雲
で
本

蔓

】
｝．．
，．
‥

学
で
臨
床
普

卜ヽ
ジ
ー
、
病
院
犀

７

欠
習
み
ど
の
研
修
を
行

い
、
６
層

，
７
日
は
京
都
で
学
外
研
修
を
行

っ
た
（立

高
ま
う
も
壬
雀
い
、
こと

本
語
教
育
関
係
者
を
は

じ
め
と
し
て
多
方
面
の

注
目
を
集
め
た
（）

台
湾
の
高
校
の
癖
本

語
教
育
な
、
多
数
２
局

校
に
日
本
語
専
修
と
，

ス
が
置
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
学
畜

層
の
厚
さ
は
鵜
当
の
も

の
で
あ
り
、
２６
層
の
コ

ン
テ
ス
ト
本
選
に
進
ん

だ
二
月
の
予
選
遇
過
者

２６
人
の
憲
本
語
能
力
の
高
さ
な
霞

を
見
張
る
も
の
が
あ

っ
た
。
ま

た
、
日
本
語
学
習
歴
が
３
年
ほ
ど

で
あ
る
こ
と
を
平々

え
る
と
そ
の
学

背
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
入
一を
憾
せ

な
か
つ
た
。

本
学
の
震
瀬
孝
工
瓢
学
長
を
は

じ
め
現
地
の
日
本
語
教
育
の
専
閣

家
を
含
め
た
■
人
の
審
査
員
の
巌

正
な
審
査
の
結
果
、
高
校
で
癬
本

語
を
尊
攻
す
る
部
齋
、
非
専
攻
導

湖
別
狂
人
賞
者
各
６
人
が
決
定
し

`

す

研修
期
間
中

雄
には
、学
長
主

好
催
の昼食
会
、

紳
ブレ岐軒芦翡や嚇

射
さ
よ
な
ら
パ
ー

穀”一担【神彬

井
十
分
な
交
流
が

ぶ
でき
、蔽笑
学
の

紳
嬰

霧

ら
れ
て
番
た
本
写
の
用
略
父
流
活

動
に
へ
海
外
で
茄
雀
す
る
大
学
生

・
高
校
生
を
対
象
と
す
る
日
本
語

ス
ピ
ユ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
審
査
員

の
派
遣
、
事
務
協
力
等
で
参
画

し
、
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
者
等
を
体

験
留
学
生
と
し
て
本
学
に
迎
え
る

と
い
う
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
く
も
の
だ
。

こ
の
活
動
は
、
昨
年
姥
月
の
北

一屎
外
盤
垂
撃
谷
宇
で
の
ヨ
ン
テ
ス
ト

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
去
る
２
月

発
自
に
行
わ
れ
た
台
湾

・
東
呉
大

学
第
１
回
全
理
島
校
生
日
本
語
ス

ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
な
げ
ら

れ
た
◆

盲
都
台
北
柱
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置

く
束
吼
矢
学
は
、
小
年
留
ツ一１
０

０
周
生
を
迎
え
る
私
立
大
学
の
雄

で
あ
り
下
台
湾
の
大
学
に
お
け
る

題
本
語

マ
ロ
本
文
学
教
育
嚇
究
の

中
心
婦
存
在
で
あ
る
。
そ
の
東
呉

，大
学
が
こ
の
た
び
初
め
て
行
〉
つ
ゝ

台
湾
の
全
高
校
４
８
５
校
の
日
本

語
を
学
習
す
る
高
校
生
を
焙
象
と

し
た
日
本
議
ス
ビ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
近
年
の
日
本
語
）写
脅
抗
（の

鶉
製
姪
靭軽

簿
　
も
２６人は甲
乙
つけ難

韓
挙
撃
轄
犠

東呉大学で行われた日本語スピーチコンテスト
の参加者がステージヘ

れ
、
こ
の
３
人

（い
ず
れ
も
鳥
校

３
年
の
女
生
徒
）
が
朝
日

・
明
海

両
大
学
に
体
験
留
学
生
と
し
て
招

待
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
じ

台
冷
は
、
３
月
の
総
統
選
挙
の

結
果
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
今

歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
Ｌ

し
て
い
る
。
現
地
で
取
材
に
応
じ

て
く
れ
た
大
学
生
た
ち
は
、
台
湾

が
国
際
時
に
国
家
と
し
て
一認
知
さ

れ
、
一イ
症
約
な
国
民
生
活
と
経
済

発
展
が
で
き
る
こ
と
を
強
く
宰
ん

で
い
る
。
目
交
は
な
い
も
の
の
非

常
に
身
近
な
台
湾
を
、
こ
の
交
流

を
通
し
て
屋
史
的
に
、
政
治
的

に
、
経
済
的
に
、
氏
族
的
に
考
え

て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
っ

本
学
の
こ
の
日
本
語
ス
ビ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト

ヘ
の
協
賛
を
通
じ
た

国
堡
父
速
聾
勁
は
、
一この
後

５

月
の
中
国
・基
承
外
国
語
大
学
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
セ
ン
ト
ラ
ル

ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
大
学
、
そ
し

て
Ю
月
の
韓
園

・
用
徳
大
〓

へ
と

展
開
す
る
。
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鋼長科・麒神経夕1科 ,MRこの待合小―ル

○
眼
科

一目
は
全
身
の
病
気
の
窓
園
転．

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
糖
尿
病
や
高

遺
圧
渡
、
腎
織
病
ンにも
深
／ヽ
関
係

が
あ
り
、
ま
た
、
最
近
で
は
高
校

生
以
下
の
若
年
層
の
視
力
低
下
や

高
齢
者
の
眼
科
疾
患
が
増
旗
し
て

い
る
。
失
明
の
原
因
が
緑
内
障
で

あ
る
場
合
が
非
営
に
多

い
こ
と

や
、
高
齢
者
に
多
い
自
薦
障
の
１５

％
が
手
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
な

ど
、
熙
掛
諺
療
を
必
要
と
す
る
人

は
み
と
を
絶
た
な
い
。
こ
の
工麟
内

嫌
を
例
に
取
る
と
、
白
内
博
手
術

を
近
燐
の
病
院
で
暮
一け
る
の
に
、

少
な
く
と
も
１
カ
月
以
上
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ

ら
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

る
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な

現
代
社
会
の

二
‥
ズ
に
応

え
ま
・つ
と
、

嘗

夫

一屋

学
蔀
よ
り
北

浮
嘉
窪
買

教
授
、
近
藤

雄
司
議
節
を

過
え
札
病
院

東
館
２
階
に

新
し
く
銀
科

を
齋
設
し
、

４
月
３
日
か

な
お
、
客
員
教
授
の
北
澤
先
生

は
、
国
際
緑
殉
障
学
会
会
長
を
務

め
ら
れ
た
世
界
的
権
威
で
も
あ

り
、
毎
月
第
２
第
４
月
罐
日
権
診

療
を
行
う
。

Ｏ
呼
吸
器
科

近
年
２
晨
嚇
化
社
会
に
お
け
る

船
弊
奪
呼
吸
釜
な
患
の
増
加
や
、

非
常
尋
惑
宣
百
も
出
さ
れ
て
い
る

締
結
核
の
増
加
、
ま
た
悪
性
新
生

物
の
中
で
も
肺
ガ
ン
に
よ
る
死
亡

率
が
最
も
高
い
こ
と
な
ど
呼
吸
器

疾
患
に
対
す
る
医
療
機
関
の
取
り

組
み
は
非
常
に
重
要
た
な
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
瑞
息
や
ア
レ
ル

ギ
ー
性
の
呼
吸
器
疾
患
で
儀
む
子

供
た
ち
も
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
社
会
鋒
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま

う
と
、
京
都
府
立
医
科
大
学
よ
り

横
村

一
郎
助
手
を
迎

えゝ
、
病
院
本

館

一
階
に
新
し
く
呼
吸
器
科
を
開

設
し
、
眼
舞
と
同
じ
く
４
月
８
層

か
ら
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

な
お
、
外
来
診
療
は
月
曜
日
及

び
本
曜
底
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
学
部
学
生
で
就
職
を
希
望
ど

た
学
生
５
４
９
名

（法
学
部
２
２

９
家
、
経
営
学
部
経
営
学
科
２
２

０
名
、
爾
学
部
情
報
管
理
学
科
１

０
０
名
）
＠
雲
ッ、
競
職
迎
一た者

が
４
１
０
名
、
未
内
定
者
が
１
３

９
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
つ

全
体
の
就
職
内
定
率

（平
成
１２

年
４
月
１
日
現
在
）
は
、
黎
，
７

％

（昨
年
８８

，
４
％
）
で
、
男
女

別
で
は
暑
す
が
密

・
８
％

露
年

播

・
３
％
）、女

子

が
乾

・
７
％

（昨
年
７７

・
６
％
）
で
、
い
ず
れ

も
昨
年
を
下
園
っ
た
。

学
部
刈
で
見
て
み
る
と
、
法
学

部
は
７．

．
６
％
（昨
年
９３
・６
％
）、

男
子
７２

・
３
％
（昨
年
銘
，３
％
）、

女
子
６２

・
５
％
（輩
年
８７
・５
％
）。

経
営
学
部
経
営
学
科
は
７５

，
９
％

（昨
年
誘

，
２
％
）、男
子
７５

・
６

％

（昨
年
８７

・
２
％
）、女

子
８．
，

８
％

（昨
年
７２

・
２
％
）。同
学
部

情
報
管
理
学
科
は
７９

・
◇
％
（昨

年
８２

，
９
％
）、
男

子
７８

・
７
％

（昨
年
拠

・
５
％
）、
女
子
３８

，
８

％

（準
年
５７

・
・
％
）
で
、
経
営

学
部
の
女
子
の
み
内
定
率
が
昨
年

を
上
回
っ
た
。

一姦

痴

霧

採

茂

は
、
軽

で

小
売
業
が
４４

・
９
％
で

一
番
多
く
、

次
い
で
サ
ー
ビ
ス
業
１７

・
３
％
、

製
造
業
１３

，
２
％
、
金
融

・
保
険

業
９

・
５
％
、
運
輸

・
通
信
４

・

９
％
、
公
務
員
４

，
騒
％
、
不
動

産
業
２

・
７
％
、
建
設
業
２

・
◇

％
、
電
力

・
ガ
ス
美
Ｏ

・
４
％
、

そ
の
他
１

，
０
％
の
順
で
あ

っ
た
。

ま
た
地
域
別
の
就
職
先
で
多
い

の
は
、
愛
知
県
が

一
番
多
く
１
６

７
名
、
次
い
で
岐
阜
果
の
■
１
２

名
、
東
京
都
の
能
名
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

文
部
省

・
労
働
籍
の
就
戦
内
定

率
読
査
の
結
果
が
、
３
月
１０
日
に

発
表
さ
れ
た
が
、
今
春
、
大
学

・

短
大

・
葛
校

・
中
学
を
卒
業
予
定

者
で
就
職
を
蒲
望
す
る
学
生

・
生

徒
？
つ
ち
、
未
内
定
者
が
計
１７
万

人
に
と
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

厳
し
い
一履
用
情
勢
が
続
い
て
お

り
、
本
学
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

今
２
拿
墓
徳

と

つ
て
、
大
変
厳

し
い
時
代
で
あ
る
こ
と
が
、
今
回

の
調
査
結
果
か
ら
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

ヽ
」
ヽ
一ミ

，
　
″
´
″
′
″
″

東館 2階に開設された眼料の診療室

ヽ
ヽ
ヽ
卜
ヽ

病
院
中
棟
３
階
に
あ
っ
た
歯
科

預
矮
外
科
診
療
室
が
ゝ
本
年
２
月
，

４
粛
０
か
ら
西
棟
１
階
に
移
転

し
、
西
棟
ｉ
階
診
療
室
は
、
従
来

の
保
存
科

（歯
周
病
科
含
む
）、補

綴
科
、
障
害
者
歯
科
拒
歯
科
口
腔

外
科
を
統
合
し
た
形
の
大
診
療
室

化
が
露
ら
れ
た
。

今
鷹
の
各
診
療
料
統
合
に
あ
た

っ
て
は
、
蒸
耕
医
員
の
緊
密
な
意

ミ
と

一ケ
Ｆ
ン
ョ
ン
の
下
で
、
患

者
さ
ん
の
移
動
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
、
ス
ム
と
ズ
に
診
療
が
で

き
る
冬
虫

診
療
痛
と

ラ

ト
の

塾

鵞

事

駆
要星
を
管

ユ

方
、
テ

ェ
ア
ー
サ
イ
ド
業
務
の
充
実
を
函

る
た
め
、
歯
科
衛
生
と
の
効
率
的

な
駆
置
を
行
う
な
ど
、
患
者
サ
ー

ゼ
ス
向
上
へ
の
離
憲
が
な
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
歯
科
爾

雄
外
科
診
療
室
の

移
転
に
よ
り
、
歯

科
露
雄
外
科
と
他

科
と
の
連
携
が
よ

リ
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
有
篤
者
の
歯

科
治
療
に
お
け
る

他
科
と
の
連
携
、

救
急
処
置
が
必
要

な
場
合
の
機
敏
な

対
処
が
可
能
ど
な

る
。
こ
の
他
、
捩

変
形
症
、
顎
関
舗
疾
患
者
の
外
料

療
法
、
寝
た
き
り
老
人
等
老
健
施

設
と
の
連
携
、
騨
腔
癌
検
診
な

ど
、
歯
科
区
隆
外
科
の
今
後
の
取

り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

西棟1踏に移転した歯科口腔外科診療室



(7)第9号 ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER 2000年 5月 1日

藝
轟
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松
岡
氏
が
常
務
理
事
に

平
成
乾
年
３
月
３。
爾
鍋
祥
閉
徐

さ
れ
た
平
成
ｍ
年
度
第
鬱
回
理
事

会
に
お
い
て
、
松
岡
弘
芳
理
事
が

常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。
任
競

な
半
威
１５
年
５
月
３．
百
ま
で
◇

事
務
局
組
織
の

一
部
変
更

事
務
局
組
織
が
３
月
１
口
付
及

び
４
月
１
国
付
で

一
部
変
更
さ
れ

辛́孔
◆３

月
１
日
付
で
変
更
さ
れ
た
の

は
、
略
属
村
主
記
念
病
院
事
務
部

の
庭
翌
諜
じ
外
来
事
務
を
主
担
茎

と
す
る
医
事

一
課
と
入
娩
業
務
を

主
担
当
Ｌ
習
る
医
事
二
課
任
分
け

ら
れ
た
。
村
上
記
念
病
院
は
こ
の

と
こ
ろ
着
実
体
地
域
住
民
の
評
価

を
得
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

患
者
壁
咎
τ
絃
密
に
か
つ
誠
実
に

行
う
Ｌ
狂
が
で
き
る
よ
う
に
と
の

趣
旨
で
今
回
の
捨
置
が
な
さ
れ

一
生。ま
た
、
４
月
１
鶏
付
で
変
更
と

な
っ
た
の
は
挙
事
部
の
学
生
譲
及

び
就
職
課
で
あ
る
。
両
課
が
統
合

さ
れ
、
学
生
支
援
課
と
な

っ
た
。

こ
れ
も
よ
り
き
め
細
か
く
学
生
の

修
学
指
導
、
生
活
指
導
及
び
就
職

支
援
が
て

え
る
冬

二

次
花

さ
れ

た
も
の
で
あ
る
ｃ
芋
十
支
援
の
た

め
、　
一
人

一
人
の
学
花
の
エ
ー
ズ

に
応
ず
る
た
め
の
、
い
わ
ば
紺
現

教
育
指
導
シ
ス
テ
ム
Ｌ
も
い
う
ベ

き
学
生
と碁
城
体
縮
を
と
る
も
の
◆

副
量

に
晏

冥

氏
薙

学
ｋ成
鬱
年
５
月
１
日
付
で
副
学

長
姪
長
坂
常
夫
氏
が
我
た
に
就
任

し
、
学
長
を
中
心
と
す
る
大
学
教

行
郡
の
婚
員
が
図
ら
れ
た
。

長
坂
氏
は
、
大
阪
苛
を
大
学
卒

業
、
斎
学
博
士
、
６３
歳
う
大
学
卒

業
後
、
賃
無
学
院
大
学
編
学
慕
に

就
戦
さ
れ
、
昭
和
乾
年
に
岐
阜
商

科
大
学
教
授
に
就
任
ｃ
そ
の
後
、

広
島
大
学
歯
学
郡
に
移
ら
れ
、
歯

学
部
附
屈
癌
院
長
、
評
議
員
、
遊

学
部
長
を
歴
任
し
、
平
成
芝
年
３

月
に
定
年
退
官
さ
れ
た
。
専
関
嬢

小
姫

建

辱

。
・こ
れ
ま
で
の
経
椋

が
、
大
学
改
革
狂
生
か
さ
れ
、
今

後
執
行
郡
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

入
事
滴
患

姦

育
職
員
〉

撼
鶏
専

茂
鬱
年
３
月
と
１と１
０

◆
滝
学
導
▼
教
授
鶏
本
劇
史

（外

科
学
講
座
一、
（辛
政
乾
年
４
方
と

鳴
待
）
⇔
矛
軽
ヤ部
▼
場
教
授
尭
募

王

（民
法
）
▼
講
編
来
住
野
究

（海

法
）
●
経
営
学
郡
▼
教
授
瓢
澤
葵

雄

（経
ｔ
管
理
学
）
▼
数
装
鈴
木

治

（経
常
精
裁
せ
理
学
）
▼
助
教

授
災
麹
徽

倉
埠幹
シ
ス
テ
ム
学
）

▼
幼
教
授
吉
任
怖
久
代

（美
〓
与

▼
歳
締
跛
部
好

（経
営
管
理
，壬

０
歯
学
錦
▼
助
教
播
硲
控
患
【
（霞

維
午
理
学
講
座
）
▼
助
教
授
喜
折

恭

＾

（外
科
学
講
座
）
▼
講
鱒
遊

藤
雄
司

今染
窒
十
謹
狂
）
▼
助
手

機
本
治
代

（爾
控
組
数
学
議
狂
）

▼
働
ヤ
用
期
仁
克

⌒歯
理
型
子
議

座
）
▼
助
手
蔑
爾
久

（幾
科
学
講

窪
）
▼
功
手
鱈
邊
卓
爾

（為
科
学

講
座
）
▼
功
を
壮
升
寿
人

（内
科

学
講
座
）
▼
功
手
横
村

一
郎

（為

科
学
講
座
）
▼
助
手
大
橋
茂
洋
（外

科
写
講
座
）▼
睦
脅
写
奪
念
一⌒触

昼
加
院
）
▼
鰺
芋
靭
差
界
管
（給

属
病
院
）
⇔
教
破
謀
程
セ
ン
タ
ー

▼
講
鎌
高
糖
健
百

（教
育
学
）

専
成
乾
年
２
月
９
層
こ

○
歯

科
待
生
士
専
鶏
学
校
▼
教
員
二
村

栄
子昇
社
宰
成
１２
年
４
月
１
出
０

０
球
７
都
漂
そ
栓
籐
千
春

実

法
、
勤
教
授
）
▼
勤
教
授
縣
苧
末

男
奪
学
、
誰
翌

▼
勤
教
鍾
副

谷
燕
則

（歴
尊
ｇ
サ
、
議
舗
）
▼
助

教
授
森
藤
庄
平

（英
議
、
講
締
）

○
経
営
学
部
▼
教
授
松
鮒
幸
弘

（雑
尾

親

簑

助
教
こ

▼
教

授
根
岸
分
行

（経
営
情
穀
省
理

学
、
勤
教
装
）
▼
教
授
鈴
木
大
韓

（英
器
、
助
教
授
）
▼
助
教
雑
後

藤
宏
行

（経
営
管
理
）蛋

議
師
）

▼
助
教
授
民
翻
工

（会
計
学
、
講

紳
）
▼
幼
教
授
周
村
英
知

⌒経
営

捕
裁
学
、
講
師
）
○
歳
学
部
▼
勘

教
授
飯
濯
光
■

オ小
児
歯
科
学
講

摩
、
議
師
）
▼
助
教
授
新
谷
給
久

（社
会
□
腔
保
健
学
講
座
、
議

師
）
▼
助
教
授
谷
無
久

（外
科
学

講
座
、
講
締
）
▼
助
教
授
大
友
克

之

（外
科
学
講
座
、
講
師
）
▼
助

教
授
学
島
清
入

（化
学
、
議
む

▼
講
紳
長
島
賢
司

（為
科
学
講

癖
、
助
手
）
▼
議
鯨
長
谷
翔
正
裕

（外
科
学
講
癖
、
珍
と

退
職
（平
成
１２
年
３
月
雛
碧
行
）

▼
教
授
蕎
木
頒
彦
Ｏ
法
学
部
▼
数

授
本
吉
庸
浩

（不
動
産
関
係
）
○

籍
督
学
部
ｙ
墾
嫁
逸
代
４麟〔弘

（経

営
管
理
論
）
▼
教
授
丸
曲
啓
輔
（経

営
学
総
論
）
▼
数
を
痢
ｒ永
潤

（計

日
本
の
首
都
は
東
京
。
ア
メ

リ
カ
な
ツ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
中

層
は
基
承
、
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
ン

ド
ン
、
フ
ラ
ン
ス
は
花
の
郡
パ

リ
ラ
で
は
カ
ナ
グ
の
首
都
球
？

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
Ｌ

い
う
と

中
中
国
答
が
出

て
来
な
か

つ

た
し
或
る
テ
レ
ど
で
の

一
コ
マ

で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
と
い
え
ば
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
の
行
わ
れ
た
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
が
痙
ぐ
任
鎮
に
浮

か
ぶ
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
や
カ

ル
ガ
リ
ー
は
無

っ
て
い
て
も
オ

タ
フ
は
馴
染
が
・う′す
い
っ
［建
体

に
シ
ド
ユ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
、

ゴ
…
ル
ド
ヨ
ユ
ス
ト
と
言
都
の

キ
ャ
シ
ベ
ラ
も
並
列
矩
論
ぜ
ら

れ
る
こ
と
が
で
丞
】よ
う
◇
應
み

疑
ア
メ
リ
カ
の
首
都
だ

っ
て
エ

ユ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
容
え
が
多

て
も
強
い
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
日
本
で
で
た
ば
地
震
が
少

な
い
地
域
、
ノ
ド
ン
の
射
社
範
盟

外

（径
し
、
テ
ポ
ド
ン
な
路
本
全

土
を
全
て
奈
み
込
ん
で
い
る
。逐
寸

が
そ
れ
た
該
る
。
し
か
し
軍
事
核

術
の
除
繰
の
な
い
発
展
は
、
墾
い

そ
の
も
の
を
要
塞
化

（そ
れ
も
限

り
な
く
不
可
能
に
近
い
だ
ろ
う

が
）
で
も
し
な
い
限
り
、
安
全
な

場
所
な
ど
在
り
得
な
い
。
対
自
然

慶
奮一日と
い
う
観
点
か
ら
は
そ
う
い

っ
た
適
地
と
い
う
エ
リ
ア
は
有
り

得
よ
つヽ
。

と
も
あ
れ
、
風
家
の
頭
巖
集
圏

が
移
転
閣
態
に
つ
い
て
最
良
の
結

ネ期
を
選
択
し
て
く
れ
る
に
違
い
な

い
。
束
濃
に
移
す
こ
と
も
い
い
だ

ろ
う
Э
仁
し
、
首
都

機
能

の
移

転
は
般
繕
た

が
、
基

ろ
ぜ
移
す
こ

と
だ
け
織
願
い
下
げ
で
あ
る
。

死
の
通
勤
地
獄
、
常
時
渋
溝
の

言
都
高
速
、
大
気
汚
染
、
麻

薬
、
売
春
、
錐
盗
な
ど
が
日
常

茶
飯
事
の
犯
罪
都
市
。
こ
れ
ら

慮
彩
し
て
貰
わ
な
く
て
よ
い
。

行
政
府
だ
け
が
歳
か
れ
る
静
か

な
中
堅
都
市
が
望
ま
し
い
。
家

京

一
極
集
中
と
い
わ
れ
る
の
な

あ
ら
ゆ
る
企
業

（大
学
も
含
ま

れ
る
）
が
行
政
府
の
詐
認
■
を

受
け
な
い
と
身
動
き
が
で
き
な

い
と
い
う
社
久律念
霊
連
そ
の
も
の

に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を

先
づ
故
め
な
い
と
、
場
所
を
変

え
て
も
「慕
屡

が
引
遂
す
だ

け
の
こ
と
と
な

っ
て
し
ま
う
。

首
都
移
転
問
題
の
結
論
を
出
す

際
に
ど
う
し
て
も
考
え

て
お

い

て
ほ
し
い
点
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。
担
し
、
中
央
政
府
の

存
在
が
要
件
な
の
で
あ
る
か
ら
総

理
官
郎
や
各
省
摩
の
建
物
は
立
び

建
つ
と
と
と
な
ろ
う
。

最
近
、
遷
都
論
が
か
ま
び
す
し

い
。
挨
箱
地
と
し
て
幾
つ
か
上
が

か
っ
た
の
で
あ
る
。

首
都

…

一
国
の
中
央
政
府

の

弟
る
都
市

（三
省
重
大
群
林
）

な
る
ほ
ど
、
言
都
に
は
特
慶
大

き
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
林
立
し
、

そ
こ
で
働
く
入

造
を
目
婆
て
に

欽
食
店
が
立
ち

並
び
、
又
歓
楽

衡
が
昼
夜
の
区

夢
τ
征
て
す
程

ネ
オ
ン
を
灯
す

こ
と
は
要
件
と

さ
れ
て
い
な
い

隠
が
首
杯
を
決
め
る
時
何
か
標
準

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
か
理
ぬ

が
あ
る
筈
で
あ
る
。
最
も
大
き
な

理
由
の
一
つ
に
安
全
保
障
上
の
制

題
が
本
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
国
防

面
の
み
な
ら
ず
趣
災
〔夢
省警
に
対
じ

っ
て
い
る
が
、
峡
暑
祭
楚
媒地
区

も
有
力
な
候
補
通
の

一
つ
で
あ

る
。
壊
早
は
、
日
本
の
真
中
で
あ

る
と
い
う
の
が

一
つ
の
論
拠
と
な

っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
で
も
、

こ
れ
は
あ
ま
り
上
牛

な
首
郡
移
転
の
理
麹

に
は
な
る
ま
い
。
世

界
各
国
で
回
上
の
ほ

ぼ
中
心
に
首
都
が
あ

る
と
い
う
方
が
珍
し

い
の
で
は
な
い
か
っ

少
な
く
と
も
先
進
劇

で
嬢
◇
だ
い
た
い
、

笹
薇

程
と

▼
警

策

聴

孝
一一一〓

産
管
理
論
）
▼
助
教
授
長
谷
用
憾

（矮
営
牌管
理
論
）
▼
議
鱒
徐
泣
（多

秀
量
解
析
）
○
麟
子
郡
ｙ
墾
捩大

澤
一
郎

（外
帯
学
睦
辱

▼
動
数

授
磯
興
昌
彦

（爾
腔
外
科
学
講

座
）
▼
助
教
授
中
西

・
正
機

（外
科

学
講
座
）
▼
講
師
金
澤
毎

（歯
屈

病
学
藍
攀

▼
鰺
手
中
塚
敏
弘
（膳

腔
解
割
学
講
座
）
▼
勘
手
米
１４
聡

騒

（内
警
写
誌
療
）
▼
ツ
歳
幻
鈎

雅
彦

（内
科
学
講
座
）
▼
助
手
伴

滋
美

⌒為
審
学
講
座
）
▼
助
手
療

田
一墓
憂

今
姿
等
７
講
座
）
▼
動
手

前
昭
耕
三
郎

（外
科
学
講
座
）
▼

助
一登
馬
臨
宗
之

（外
科
学
議
坐
）

▼
勤
孝
神
谷
幸
男

（町
属
病
院
）

▼
助
手
小
野
音
祢
（給
昼
郷
焼
）

Ｏ
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
▼
勤
教
授

松
戸
庸
子

（社
会
学
槻
論
）

〈暑採
用
令
下
殊
１２
年
２
月
盈
日
付
）

肇
ゴ
ど
か

（平
成
１２
年
４
月
１
溶
こ

○
悔

学
部
▼
駐
貝
昌
彦
▼
北
浮
寃
明

全
霧
警
５

採
用
（平
成
１２
年
４
月
ｌ
趨
付
）

▼
小
竹
佐
代
子

（学
長
企
画
室
）

▼
佐
藤
優
江

（総
務
課
）
▼
船
橋

右
子
（総
務
鬱

▼
埜
孝
子
小学

事
課
）
▼
翻
中
美
都
ユ

今
宇
事

課
）　

　

　

　

（次
貢
に
続
′
↓
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▼
自
井
美
紅

（璃
書
館
事
務
課
）

▼
太
田
陣
竺
二

附
紅
村
ｒ．一詳
籍
猫

院
握
事

一
課
）
▼
瀑
島
恵
美

（用

広
事

一
課
）
▼
高
婚
管
子

（劇
医

事

一
課
）
▼
麟
嶋
仲
江

（繊
管
理

課
）
▼
家
割
倫
枝

（飼
管
理
課
）

▼
中
鳥
工
三

一
人
試
課
事
務
主

幹
）
▼
温
炉
彗
４
（周
軍
袴
二
幹
｝

（半

威
１２
年
４
月
蠅
騨
付
）
▼
熊

谷
査

（学
長
企
画
室
）
▼
竹
内
ま

ふ
み

小学
生
支
援
課
）
▼
Ｈ
比
戒

興

蔓
み
〓
援
課
）
▼
中
野
痺
男

（学
生
支
援
課
）
▼
鎌
藤
芝
重
『
（学

生
文
披
課
）

昇
径
（平
成
１２
年
３
月
と
目
行
）

▼
附
属
村
上
記
念
病
院
管
理
課
長

加
藤
雛
司

一障
雇
病
院
事
務
課
長

補
佐
）
▼
略
属
村
上
記
ム（一
猫
墜
燃

事

一
課
員
浅
野

一
男

（園
盤
事
課

長
補
佐
）
▼
賂
痕
村
上
一記
念
病
院

医
募
・■
課
長
三
鴨
勝
彦

（同
医
事

謙
係
長
）
▼
営
長
企
画
室
係
長
矢

木
野
淳

（入
試
課
主
任
）

一半
威
鬱
年
４
月
１
日
付
）
▼
総

務
部
長
圃
村
明
夫

（総
務
愁
怪
恭

務
）
▼
歯
学
部
事
務
部
長
酉
垣
浩

（歯
学
部
事
務
課
長
）
▼
施
設
課

長
賓
細
信
由
（施
峯報課
長
籍
空

▼
総
務
型篠
握
、言
貿
器

傘
務

課
主
任
）
▼
錮
書
館
事
務
課
係
長

大
塚
由
美
子

（図
書
館
事
務
課
主

任
）
▼
学
生
す
援
譲
主
任
窯
報
直

樹

（就
職
課
）
▼
附
属
病
院
事
務

諜
ｉ
任
安
劉
聖
司

（附
属
病
院
学

務
藤
）
▼
賂
癌
病
院
事
務
課
主
任

松
原
道
ｒ

（附
纂
れ
院
事
務
譲
）

配
置
換

（平
成
ワ
年
３
月
１
凛

付
）
▼
障
雇
病
院
事
務
課
怪
雷
葬

認

（購
将
村
工
「一来
農
簿
一医
妻
諜

長
）
▼
盟
書
館
事
務
課
主
査
河
村

紘
行

（船
属
病
院
事
務
課
長
）
▼

附
属
社
上
記
念
病
院
事
務
部
長
付

葛
木
基
盤

（船
癌
村
上
記
念
病
院

管
理
謀
長
）
▼
貯
属
村
上
一証
念
病

院
管
理
課
一長
補
佐
語
学
簿
郎

（学

長
企
郎
常
一馨
乗
締
佐
）
▼
附
属
病

院
事
務
課
係
長
非
用
溝
之

（徐
務

課
係
長
）

（平
成
姥
年
４
月
１
贈
付
）
▼
学

長
企
璽
家註主
套
曲
崎
猛

（施
設
課

長
）
▼
学
生
支
援
課
長
鶏
井
文
瑠

（入
試
課
長
）
▼
入
試
課
長
井
坂

員
人

（学
生
課
長
）
▼
歯
学
基
事

務
課
長
珂
難
黎笠

彦

晟

塾
墾

も

退
職
（平
成
立
年
２
月
郷
患
付
）

▼
維
種
村
上
記
念
病
院
医
事
課
市

耗
夢
美
、
（一）主
戒
姥
年
３
月
３．
日
付
）

▼
歯
学
部
事
務
部
長
原
圏
嘉
芋
▼

学
事
謬
曇
肇
土
幹
後
藤
患
司
▼
題

書
鋭
事
務
課
宝
歯
妙
実
▼
附
属
村

上
争
悲
心病
院
管
理
課
坂
井
利
江

〈懸
療
臨
等
〉

採
用
（平
成
１２
年
２
月
７
麟
付
）

⇔
附
癌
村
上
記
念
瘍
院
◆
二養
報
籍

▼
大
形
松
予

（平
成
１２
年
２
月
”
廂
付
）
０
附

屋
籍
上
要
曇
ど
み◇
ｒ
落
知▼
川

ＥＩ
真
理
子

（平
成
セ
年
３
角
Ｒ
爆
付
）
○
貯

属
村
上
記
念
鳩
院
◇
准
若
護
婦
▼

坂
井
里
苓

（半
戒
乾
年
４
月
１
顧
付
）◇
紺

属
村
五
一記
△心熊癬
◇
養
一一婦
▼
手

嬢
美
管
予
、
小
療
期
子
、
醜
本
由

擁
上
、
傍
圭
う騨江
、
衰
盤
愛
、
吉

躙
実
知
代
、
官
埼
珠
生
、
在
薦
江

里
奈
、
銀
中
級
子
、
村
土
葉
月
、

螂
中
縦
、
大
西
議
利
子
、
小
倉
麟宗

子
、
辮
谷
理
饗
υ
竜
議
圭
▼
大
束

分
光
、
竹
下
保
稔
、
寺
嶋
優
源
◇

准
塔
努霧
ψ

士
口
鰤
智
一甘
望
幽
難

繹

生
士
▼
松
原
恵
子
◇
視
能
謝
練
士

▼
透
谷
て
る
み
⇔
附
料盗
麺
標
◇
歯

科
衛
生
士
▼
松
翌

入
美
、
安

後

香
里
◇
Ｐ
Ｄ
ｌ
◇
歯
科
待
生
士
▼

西
奉
涌
葵

昇
径
（平
成
１２
年
４
月
１
目
付
）

⇔
貯
槙
病
院
▼
一石
譲
一姓
長
林
美
奈

子
（餓
票
埼
修
棄
藍
婦
一一一笠

▼

二箋
簿
主
任
今
道
明
美
（貯
辱
猫

焼
看
護
帰
）
◇
船
属
村
上
記
入径
猫

院
▼
着
握
堰
長
東
い
く
江

（鮒
癌

村
上
一記
念
病
院
副
看
誇
婦
長
）
▼

副
看
叢
婦
長
都
竹
史
弥

（登
再
再

生
一記
〈
性
痢
院
一言
凄
婦
）

退
職
（平
成
姥
年
１
月
霊
癬
付
）

◇
船
癌
村
■
一証
念
病
院
◇
准
看
護

婦
Ｙ
ρ聖
御長
美
、
大
学
多
毒
十
○

Ｐ
Ｄ
Ｉ
◇
歯
朴
待
生
士
▼
瀧
顔
琴
美

宰

戒
セ
年
２
月
２９
層
０

０
踏

屈
村
上
記
念
一猫
院
◇
稚
一君
讃
婿
▼

北
村
め
ぐ
み

（平
成
１２
年
２
月
澪
日
付
）
○
貯

属
村
上
記
全
握

◇
径
真
黎」と
▼

佐
藤
年
聰

（平
成
立
年
３
月
３．
雪
付
）
○
購

属
病
院
◇
看
畿
婦
長
▼
松
封
か
ほ

る
◇
看
護
婦
▼
二
社
さ
と
み
◇
歯

科
衛
生
士
▼
径
村
温
一ｒ
③
紺
寝
村

上
記
全
翔
院
◇
藝
重
茂
挙
長
▼
潮

技
純
一す
》
質
落
婦
▼
堀
言
竺
一子
、

篠
四
美
代
子
、
藤
井
翠
恵
◇
雅
看

讃
婦
〉
青
木
直
葵
、
森
為
愛
子
、

坂
ひ
つ

一心

拘
持
衛
浄
茎

Ｉ

一孫

厚
生
省
態

『ゑ
世
紀
に
お
け

る
劇
民
捷
療
づ
く
り
運
動

（健

康
日
本
愛
ご
を
設
定
う
、
平
成

・２
年
度
よ
り
１０
年
間
に
わ
た
つ

て
寧
猛
を
予
定
し
て
お
り
、
歯

荘
分
科
会
か
ら
数
値
目
標
が
提

出
さ
れ
た
。
今
後
、
歯

科
界
で
ほ
、
２．
壮
紀
に

向
か
っ
て
、
定
期
的
歯

科
蟹
診
や
、
フ
ッ
化
物

の
応
用

（フ
ッ
化
物
歯

麗
途
布
、
フ
ッ
化
物
洗

園
、
ア
ッ
化
物
配
合
歯

磨
剤
の
使
嬬
）
な
ど
、

８
０
２
０
運
動
に
向
け

た
予
防
歯
科
、
口
腔
保

健
活
動
が
強
力
に
推
進

さ
漁
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
句８
０
２
０
運
動
』

は
わ
が
自
の
厚
生
省
で
提
唱
さ

れ
た
も
の
で
、
８。
歳
に
な
っ
て

も
２。
本
の
歯
を
保
持
し
よ
う
と

で
？

〕と
で
、
生
涯
に
わ
た
る

歯
の
健
康
と
楽
し
い
食
生
活
の

維
持
を
目
標
と
し
て
い
る
。

恭
子
◇
看
護
助
季
Ｙ
祀
尻
す
み
代

▼
佐
々
木
繁
子

（平
成
乾
年
４
声
３。
厨
付
）
○
紺

属
村
―．一記
本心癌
峰
υ
警
甕
彊
獅
▼

武
内
美
曲
希

娘
薫
暫
鬱

採
用
※
新
規
の
み

（平
成
鬱
年

２
月
１
鳳
付
）
○
結
癌
村
上
記
念

病
院
◆
お
答
一▼
癌
井
轟
江

宇
成
鬱
年
４
月
芸
周
０

▼
総

し
か
し
、
現
状
は
、
８。
歳
で

は
殆
ど
の
歯
が
央
わ
れ
て
、
わ

ず
か
に
平
均
４
本
の
歯
が
残
っ

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

「８
０
０

４
」
の
状
態
で
す
。
議
が
牛
わ

れ
る
原
因
を
分
析
す
る
と
、
考

年
期
で
嫁
む
し
歯
た
よ

る
も
の
が
圧
倒
的
に
多

く
、
成
人
期
で
は
歯
用

病
で
抜
歯
す
る
も
の
が

加
わ
り
、
商
者
が
ほ
想

同
程
度
に
関
与
す
る
こ

と
に
な
る
。

し
た
が
つ
て
、
こ
の

『３
０
２
◇
運
動
」
の

目
標
を
達
成
す
る
に

は
、
小
児
期
か
ら
権
涯

を
通
じ
て
の
効
果
釣
な

歯
の
健
康
管
理
が
必
要

と
な
る
。
歳
が
失
わ
れ

る
の
を
予
妨
し
、
楽
し
い
食
生

活
屯
健
康
状
態
を
常
に
確
保
す

み
た
め
た
な
、
二
大
歯
科
疾
患

と
い
わ
れ
る
む
し
魅
Ｌ
歯
周
癌

の
予
防
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は

一て
つ
ま
で
も
な
い
。
⌒可
妃
瑞
夫
）

務
課
警
備
林
正
勝
▼
学
生
支
援
課

温
宇
凱
、
中
村
博
▼
□
腔
科
学
共

爛
研
究
所
井
用
辰
美
○
貯
属
村
上

記
念
病
院
◇
一際
師
▼
杵
測
学
も
学者

藷
簾
サ

秋
丸
聡
子
◇
若
護
働
す
▼

垂
止
子
、
菅
沢
み
ゆ
き
、
市
痛
ま

ひ
ろ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
◆
践
笹
盛
締
▼
閣

口
歯
幸
、
本
周
文
将
、
湯
谷
洋
未

遅
戦
（平
成
鬱
年
３
月
３．
日
付
）

▼
総
務
課
警
隋
巖
緒
康
次
郎
▼
疇

隣,″隣運動 '

腔
科
学
共
同
研
究
所
高
本
熊
雄
○

附
篇繹
工
記
念
病
瞬
◇
甕
護
嬬
▼

市
川
鷺
弓

（平
成
認
年
４
月
野
日
付
）
○
附

屋
籍
上
記
ぶ轟
饒
◇
一姦
筋
手
▼

瀬
古
由
紀

学
長
事
務
窒
で
広
報
を
担
当
し

て
い
る
廣
瀬
で
す
。

大
学
は

戻
あ
時
代
」
に
突
入

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
厳
し
い
環
境
の
中
で
本
学
の
存

在
を
永
遠
の
も
の
と
す
べ
く
患
下

全
学
を
上
げ
て
の
改
革
が
進
ん
で

い
ま
す
。

し
か
し
、
朝
日
大
学
の
存
在
を

確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
も
つ
て
大
学
の
名
称
と

そ
の
内
容
が
天
下
に
知
れ
渡
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
東

海

・
中
慕
地
錘
を
は
じ
め
全
国
に

良
き
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
局
知
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
残
念
な

が
ら
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の

が
実
状
で
す
。

本
学
の
繁
晴
ら
し
い
活
動
実
績

や
人
物

・
設
備
、
大
学
一螺
車
の
内

容
を
広
く
学
内
外
に
発
信
し
て
槻

際
大
学
の
名
を
高
め
、　
一大
学
冬

の
時
代
」
を
全
員

一
九
と
な
っ
て

乗
り
切
り
ま
し
事
砲

つ
き
ま
し
て
な
発
宿
情
報
を
学

内
か
ら
で
き
ウる
だ
け
多
く
畠
ア
ヽ

集
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
、

皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま

す
９

●
ど

の
よ
う

な
情

報
を
？
　

●

・
学
尚
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
・

学医

↑

研
究
〈
本
、
催
し
も
の
、

で
き
ご
と
、
そ
の
他
学
海
外
ヘ

発
信
し
た
い
こ
と
が
ら
の
予
告

や
そ
の
結
果

・
ス
ポ
ー
ツ
競
技

・
社
会
貢
献

・

研
究

・
資
格
取
得
そ
の
他
の
活

動
で
得
ら
れ
た
評
価
の
高
い
戒

果
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
成
果
を

上
げ
た
教
職
員
や
学
生
　
等
々

ｏ
ど
の
よ
う
な
え
デ
ィ
ア
ヘ
７
●

朝

日

大

学

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

↑
あ
＞
驚
Ｈ
Ｚ
Ｏ
子
一
、歩
∽
＞
鷹
【

Ｃ
Ｚ
津
＜
極
戸
∽
ユ↓
＜

　

Ｚ
市
要
、後

ｒ
醇
嘔
増
瞬
″
、
一人
試

パ

ン

フ
レ

ツ

ト
（大
学
案
内
）
、
Ｚ
『
煮
∽

寿
郷
言
わ
＞
∽
働

（乖
簡
窪
〒
の
メ
デ

ィ
ア
ヘ
の
一、等
へ
内
容
に
よ
り
振

分
け
ま
す
Э

ｏ
ど
こ
へ
出
せ
ば
い
い
？
　
　
ｏ

・
情
報
御
提
供
方
法
や
宛
先
は

「朝
国
大
学
ホ
ニ
ム
ペ
ー
ジ
こ
の

「学
為
専
痛
ペ
ー
ジ
‐
の
挙

の

ゴ

股
撮
示
掠
転
そ
の
他
の
楊
不

板
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
彿

覧
下
さ
い
Ｇ

ヽ
急
ぎ
の
場
合
は
ぬ
線
１
０
０
４

番
の
小
戦
へ
と
り
あ
え
ず
わ
電
話

を
下
さ
る
か
、
１
号
館
２
階
の
学

一長
事
務
室

へ
お
越
し
下
さ
い
。


